
 

 

 

 

 

 
 

「校舎さん 今まで ありがとう！」 
 

「校舎とのお別れの時”を、どんなふうに迎えたい？」 

９月末、６年生の児童に問いかけました。   
 

６年生の児童はそれぞれに“思い”を書き、語りました。 
「校舎をピカピカに磨いてお別れしたい」 
「“ありがとう”という気持ちでお別れしたい」 
「“みんなが笑顔”でお別れしたい」 
「全校の“みんなにとって楽しい思い出”にしたい」 

 

１０月、６年生の児童の“願い”を学校運営協議会の人たちに伝えたところ 

「それ 素敵だね」ってことになり、企画したのが 

「校舎とのお別れ会」 
 

子どもたちの願いを受けて 

校舎の壁に思いっきりメッセージを書いたり 

公募して「アート作品」を展示したり 

卒業生や地域のみなさんのために 

休日に校舎を開放したり・・・ 

子どもと大人が“願いを重ねて”実現しました。 
 

人とのつながりは“宝”です。公募に応じて 

郡上市在住の芸術家 井上さん、その友人の加納さんが 

階段の吹き抜けにアート作品を作成してくださいました。 

テーマは「絆 みんなの思いを集めて未来へ」 

そして、郡上高等学校 書道部の皆さんが 

書道作品の製作を引き受けてくださいました。 

書いていただいたのは、本校の教育目標 

「夢に向かって生きる」 

せっかくの素敵な企画が台無しにならないように 

６年生の児童が、校舎の壁にメッセージをかくときの約束を考えました。 
○見た人が不快になったり不安になったりすることは書かない。   
○人の悪口は書かない 
○見た人が校舎に「ありがとう」という気持ちになれたり 温かい気持ちに 
なれたりするような言葉や絵をかこう！ 

この約束を全校の仲間に伝えたうえで１２月９日（金） 

みんなで大掃除をしたあと、“感謝メッセージ”を書きました。 

校舎とのお別れをする今年だからこそ経験できる“特別なひと時”が 

生まれました。 
 

そして・・・１２月１０日（土）、１７日（土） 学校開放日が行われました。  

２日間で合計１８１名の方が母校を訪れ、写真をとったり、 

壁に描かれたメッセージを読んだり、自分も小学校時代を思い出して 

壁にメッセージをかいたり… 来校者の方々は、懐かしい母校でのひと時を楽しみました。 

学校は、“ふるさと”のひとつかもしれません。 

人と出会い、人とつながり、遊び、学び、笑ったり、泣いたり、喜んだり、悲しんだり、感動したりする中で、自分の

“居場所”や“やりたいこと”や“自分らしさ”“を見つけ、成長していく場所“人生の楽しみ方”を学んでゆく場所。 
 

「誰もが笑顔になれることを考えることってワクワクすること」「何かに感謝できるって素敵なこと」 

子どもたちにとって、今年経験した校舎とのお別れを愛おしみ、楽しんだ “特別なひと時”はきっと将来、 

他者や自分の人生を豊かにする知恵や行動力に結びつく大きな ヒント になると思っています。 

大和北小だより 

Ｒ４．１２．２６ 

大掃除 みんな掃除が 

ほんとうに上手になりましたよ。 

 

“感謝”できるって素敵なことです。 



１２月２４日（土） 「どうか 晴れますように！」職員はみんな願っていました。 

それがまさか、今年最大級の寒波到来！世に云う「クリスマス寒波」が、この

大事な日にやってくるとは… 

膝上まで雪が積もる中、本当に引っ越しできるのか？朝、不安がよぎりました。 

しかし、１２月２４日（土）で、電話、インターネットの回線、１２月末で電気の利

用の切り替えも行われるため、「学校」としての機能を維持し、「子どもたちの学び

を止めない」ためには、何が何でもやらねばならぬ作業でした。 

大雪の中、駆け付けてくださった保護者の皆さん。きっとご家庭や職場の除雪

もあったことでしょうし、道路の交通の心配もあったことでしょう。遅れてでも来てくださった方もいます。快く作業してい

ただけたことに心より感謝申し上げます。 

また、大和振興事務所を通じて、駐車場としてのグランドの除雪をお願いしていたのですが、夜中の３時頃か

ら、一般道の除雪でいっぱいいっぱいの中、なんとか８：２０分にグランドの雪どけに来てくださった丸高組の山内さ

ん（もし、間に合わなければ、保護者の皆さんの渋滞になるところでした）こちらから依頼していたわけではないのに、畑中

水道の畑中さんが、ブルドーザーに乗ってやってきて駐車場の雪解けをしてくださった光景には感動しました。 
 

おかげさまで、PTA作業は予定通り９時前に開始することができ、予定していた１１時３０分までの想定を大きく上

回る作業効率で、１０時１０分頃には、無事に終えることができました。 

保護者の皆さんや地域の方々の力の大きさをつくづく感じる一日となりました。 
今回、学校としての大ピンチを乗り越えて、改めて感じています。学校における「子どもたちが将来“しあわせにな

る力”を育む学校運営」には、教職員だけでは限界があります。そこに、各家庭での支えがあり、地域の方による

支えがあることによって、今よりも何倍も

子どもたちとって有益な教育環境や学

びを生み出せるという可能性を感じてい

ます。 

これからも、「子ども育みパートナー」

として、学校からいろいろとお願いさせ

ていただくと思いますが、子どもたちの

学びと成長を共に支えていただきますよ

う よろしくお願いします。 

 
 

 

夢や目標に向かってがんばる北っ子 

◇令和４年度「郡上市図工展」【優秀賞】（２年）加藤煌琉（３年）和田愛来（４年）安藤 楓、南 希空 

【入選】（１年）河合香来、河合晴翔（２年）朝日彩羽（３年）河合琉瑠（５年）笠野香穂、河合琉花 

（６年）市川優香、簱 煌歌 

◇第２８回 古今伝授の里短歌大会【奨励賞】（６年）興膳みのり、簱 煌歌（５年）河島唯愛、鷲見えれな 

（３年）榊間康太（２年）安藤 杏 

                              【入選】（６年）早川由徠（５年）臼田琴香（４年）池田大空、安田來未（１年）大谷 華 

◇第４６回「てのひら文庫賞」読書感想文全国コンクール 自由図書部門 優良賞（１年）大谷 華 

◇第７回郡上市学童交流ティーボール大会 準優勝 大和ファイターズ（４年）森山広翔（２年）森山旺亮、髙橋遼馬 

◇郡上市剣道連盟主催 少年剣道錬成大会 

【二年生以上基本試合の部】優秀賞（２年）佐藤翔徠 【四年生男子 個人戦の部】準優勝（４年）佐藤玖龍 

【四年生女子 個人戦の部】準優勝（４年）小野木咲心【五年生女子 個人戦の部】３位（５年）森前心路 

【五年生女子 個人戦の部】３位（５年）古田紗羽 

【低学年 A 団体戦の部】優勝（４年）池田優香、小野木咲心、佐藤玖龍、佐藤來樹 

【高学年 A 団体戦の部】３位（５年）森前心路、古田紗羽、 野莉子 

 【高学年 A 団体戦の部】準優勝（６年）森前珀志 

◇第３４回 中濃地区少年サッカー選手権大会 

【A クラス第３位】大和ジュニアサッカークラブ（６年）畑中楓翔、稲葉夢輝（５年）佐藤白琉、田代朔都、尾関颯太郎、遠藤大和、山本雄大 

◇第６回 タンドールカップ 中濃地区少年サッカー大会 

【第３位】大和ジュニアサッカークラブ（６年）畑中楓翔、稲葉夢輝（５年）佐藤白琉、田代朔都、尾関颯太郎、遠藤大和、山本雄大 

 

【Before】 仮設校舎の職員室 

 

【After】 仮設校舎の職員室 

 
おかげさまで、学校として動き出せます。 ありがとうございます。 


